
技能試験スキームを実施時、統計的手法の使用が必要な各種活動を示すフローチャート

開 始

付与された値とその いいえ
附属書Ｂにより試料の 不確かさを技能試験前
調整方法をチェック に決定する？
（均質性・安定性試験）

はい

次の中から一つを適用する 次の中から一つを適用する

定式化 認証参照値 参照値 熟練試験所による合意値5.2 5.3 5.4 5.5
参加試験所による合意値5.6

技能試験前に いいえ
技能評価のための標準偏差
を決定する？

はい

次により 付与された値の決定方法 次の中から一つを適用する 次を適用する
を確認する
付与された値の不確かさの 規定値 単一技能試験 ｽｷｰﾑ4.2 6.2 6.6
上限に関するガイドライン 達成期待レベル により得られた ﾃﾞｰﾀ6.3

一般的なモデル式6.4
精度評価実験結果から6.5

次により 反復測定数を確認する 単一ラウンドの技能試験 ｽｷｰﾑ
測定の繰り返し回数の選択の を実施する4.3
ための ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

次の中から一つを選択して
ラウンドの統計量を計算する

試験所のかたよりの推定値7.1
パーセンテージ差分7.2
順位及びパーセンテージ順位7.3
Ｚスコア7.4
Ｅ 数7.5 n
Ｚ スコア7.6 '
ζスコア7.7
Ｅ スコア7.8 z

該当する場合、下記を適用する 下記のうち一つ又は複数を使用し 下記のうち一つを使用し、
ラウンドの統計量をグラフィカル 複数ラウンドにわたる統計量

付与された値の比較 に表示する を組み合わせる5.7
技能試験から得た精度の値6.7
と設定値との比較 成績スコアのヒストグラム Ｚ ｽｺｱの ｼｭｰﾊｰﾄ管理図8.2 9.2

標準化された試験所のかたより Ｚ ｽｺｱの累積和管理図8.3 9.3
の棒グラフ 試験所平均に対する9.4
標準化された併行性の棒グラフ 標準化した試験所の8.4
ユーデンプロット かたよりのプロット8.5
併行精度の標準偏差のプロット8.6
分割試料8.7

結果を参加者に報告する


